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56年

田植えはじまる

『相』

今年は．おそい春のおとずれの

ため．例年よりも少し遅れて田植

えカぐはじまりました。

--:. 

“~~ ... Lムー

乗用田植え機により省力化された作業

一ー’..－－－白ーー ーー 匡さ正L竺j

－由e・

ー，旬•，同陰喝胸a ... 

署関空務長：~；

－~ 

’ 明 4伊J 家

族
，総

出
の し
田
植
え 円、 ・』 --，、... 回国F戸

縄を張り，ワクを転ガす。そん怠
風景も少なく怠りましだ

町のよ うす（） 内は 総人口 男 女
5月 l日現在 対前月比 18.965（ー29) 8.949（ー18) 10.016（一l1) 

阪入転出幽生死亡 世帯修数

97 126 17 17 5,081( + 11) 
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高速自動車道

朝日インター建設
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本格工事むかえ安全祈願祭

北
陸
山
H
動
卓
造

・
朝
日
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

i
ゃ

が
み
絡
的
に
始
ま
リ
、
ニ
の
安
令
祈
願
祭
が
さ
る
4
川

詑
目
、
片
山
地
内
の

fに
地
に
お
い
て
、
川
地
等
協
力

を
闘
っ
た
地
－
r
h
代
ぷ
者
や
道
路
公
団
、
町
、
町
議
会
、

お
よ
び
催
側
の
I一小
訪
れ
業
品
れ
な
ど
関
係
打
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
尚
速
道
路
の
朝
日
町
に
お
け
る
出
入

U
に
な
る
部
分
等
の

i
与
で
、
国
道
八
分
綿
か
ら
山
間
側

へ
約
八
．
h
メ
ー
ト
ル
の
取
付
道
路
と
し
品
速
道
本
線
約

f

メ
ー
ト
ル

（小
川
以
来
）
の
工
事
で
あ
リ
、
昨
年
末
泊

工
、
米
年
九
月
ま
で
の
工
則
で
、
こ
の
た
び
本
絡
工
が

に
入
っ
た
も
の
で
す
の

こ
め
は
か
、
小
川
以
西
に
お
い
て
も
i
事
川
道
路
の

総
工
な
ど
、
順
次
本
線
道
路
工
彩
も
千
人
必
さ
れ
て
お
り
、

朝
日
i
滑
川
聞
の
光
成
開
通
は
．
九
十
八
年
度
の
見
込
み

で
す
。

な
お
工
ゃ
に
際
し
て
は
、
ん
女
人
土
停
似
と
と
も
に
付
近

へ
の
防
当
防
止
に
努
め
る
よ
う
、
地
工
業
者
に
一
攻
治
し

て
あ
リ
ま
す
が
、
併
せ
て
地
犯
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

；
i

i

i

i

i

i

j

j

i
－

－

lili－

－

！

l
i
l－
－

ii 

力
さ
れ
、

ニ
の
川
、
例
H
附
ぷ
会
議
以

に
州
近
し
て
い
ま
ナ
が
．
ニ
の
は
ど
附

weを
．

帰

任

さ

れ

ま

し

た

内

5
附
，叫に
大
夫
裁
的
定
説
以

ev小は
を

ま
た
、
附
和
訂
作
か
・
り
卜作

川

漁

協

机

ぷ

山

し
‘
紘
川
比
術
の牧
H
H
叫
を
灼
ざ
し

へH
U
K
と
し
て
的
た
の
似山剛
一に
似心的－
h
れ

て
い
ま
す

る
な
ど
の
功
給
に
よ
リ
交
市
さ
れ
た
も

ト入
交
は
．

m作
山
ぐ
ら
い
ま
で
水
川

の
で
す

災
作
と
し
て
広
く
紋
山
附
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
徒
、
作
付
け
か
絶
え
て
い

ま
し
た

よ
れ
を
似
川
ナ
る
わ
け
で
す

か・ゎ、

作は
い
川
に
ム
た
る
出
家
’
U
HH
術
的

．一い
A
，V
ヘ，
1
．’花

．
て
T
A
L川
』
1
’U
H

l
A
a
・VLV
J
山

J

o

l
－
－

昼

f
b甲
山
引

t
h

u

か
泊
ら
れ
て
い
ま
す

止
r
l，

F
L一J

．L・0

ト

i
”
柑

c
t、

1

・干

－

H
U
：i
j
h
，
l
t
－

｛

ノ

：

凡
で
肥
料
の
使
川
以
や
は
術
的
合
デ
l

春
の
叙
勲

マ
勲
五
等
瑞
宝
章

地
方
自
治
功
労
者

．，F

金
井
憲
治
氏

e
G
刺
H

町
市
夜

．
．．札
制
日
町
四
峨
会
泌
民

金
井
さ
ん
は
附
初
日
年
か
・り
幻
年
ま

で
川
－
h
筒
片
山
村
収
入
役
、
附
利
凶
作
T
か

ら
日
年
ま
で
刺
H
削
治
会
議

M
と
し
て、

郷
土
の
発
疑
と
地
打
行
政
の
似
肌
、
に
バ
、

昭事032~ 8月8B. rナ
M3樋船便物U可 /LJ. 

大
麦
栽
培
実
証
展
示
ほ

5
箇
所
に
設
置

｜
省
力
多
収
を
め
ざ
し
て
｜

木
川
利
川
川
端
付
取
に
お
け
る
転
作

吊
山
…
作
物
と
し
て
大
定
政
－M
を

M
鰍
的

タ
ー
を
制
介
し
、
付
近
の
農
家
の
持
さ

ん
の
大
ム
件
以
以
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に

し
て
あ
り
ま
寸
め
で
、
ぜ
ひ
ご
利
問
く

だ
さ
い

6

民
心
は
州
場
の
場
所
と
作
用
れ
は
次
の

と
お
り
で
す
。

大

ん

が

爪

伊

総

叫

し
川
川
析
し
日
川
山
災
い

山

的

新

仁

川

h

t

サ
一

殿

町

辺

－

い

川

議

総

越
｛ト削似
）

川

村

山

心

（写
真
は
衰
の
展
示
ほ
燭
）

好
評
だ
っ
た

朝
日
町
民
号

ざ
る

4
川
7
H
か－
h
9
け
に
か
け

「帆
H
州
民
U
L

J
U
J附
悦
州
中
で
ボ

ー
ト
仰
と
ト引
%
以
内
水
の
旅
へ
“
に
捌
ん
小

内

d
n
J
ι
n
u

γv「朝日町民号」第 2弾

jグリーン列車で、ポート博と観劇の旅’

! 参加者募集
¥ I> !!JI 11 S J !lo・三7・2持1I 

) I> 111 iへみ 帆 ll町役場総務泌・ 1ftt

l .I"； 公・ IHlf：人山駅·~協di ~t;I十

( 5 . （）（）（）川をi添えてけ

~ I>間 fトせ 側 II倒j役場総務ぷへ。

(2) 

名
の
十
刀
が
参
加
さ
れ
、
第

一
蝉
は
大
成

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

こ
の
企
幽
は
、
泊
駅
の
利
用
実
績
を

上
げ
特
急
列
車
の
件
単
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
、
「山
駅
特
急
州

4J仰
心
郁
夫
現
期
成

同
盟
会
」
が
ヱ
似
し
、
一
山
駅
等
の
協
力

を
得
て
行
わ
れ
ま
し
べ

こ
の
博
覧
会
は
、
水
米
b
p
fえ
よ
・ー

を
テ
ー
マ
に
げ
の
ハ

ピ
リ
オ
ン
い
か
あ
り
、

参
加
者
の
目
を
十
二
分
に
山
本
し
ま
せ
る

も
の
で
し
た
。

〈
和
気
あ
い
あ
い
の
お
座
叡
列
車
内
〉

、資
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大

豆

で

北
陸
農
政
局
長
賞
受
賞

大
家
庄
麦
作
組
合

さ報…・……ーあa自制32司 8A 81.J r← 
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作
を
実
施
し
、
大
一以
の
収
総
で
叩
ア
ー

ル
当
り
仰
い
時

（県
平
均
閥
均
）
を
あ
げ

た
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
伶

町
の
農
業
の
実
情
か
ら
、
－
私
作
を
し

よ
う
に
も
入
子
が
起
り
な
い
た
め
満
足

な
転
作
悶
の
管
問
叫
が
な
さ
れ
な
い
場
合

が
多
い
の
で
、
今
回
受
賞
し
た
火
山
本
店

友
作
組
合
の

4
7な
転
作
訪
れ
集
川
や

転
作
作
業
企
託
集
問
の
山
口
成
を
進
め
て

い
る
・
紅
中
の
受
賞
は
、
町
に
と
っ
て
も

大
変
必
ば
し
い
似
リ
で
す
・

優
良
農
業
者
選
賞
式

農
業
あ
っ
ち
こ
っ
ち

さ
な
が
ら

② 

花
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）
の
じ
ゅ
う
た
ん

4
H．
ト
旬
か
ら
5
H
K・い
り
に
か
け
、

舟
川
新
地
以
を
小
心
に
み
・
刊
以
・
山
な

ど
色
と
り
ど
り
の
チ
A

｜
リ
1
7
に
よ

‘，，，
、‘，‘、
‘，tF
、．，‘、
‘，盆，
、－r
，、‘，
£
P

、‘，‘、
a

，zp
、，J
b

、aJ島
ミ
a
y

白、

1

3

1

 

dω
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た
、

次
の
打
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

町
で
は
、
大
麦
大
丘
の
鎗
作
作
骨
体

系
に
よ
り
、
も
7
か
る
転
作
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
昭
和
白
年
度
に
わ
り
い
て

大
変
の
後
作
に
し
人
・U
を
作
付
け
し
、
成

出木ル
rめ
げ
た
大
家
山
麦
作
組
九
H

（組
A
N

M
R
－
伊
直
腸
品
切
）
か
、
ニ
の
は
ど
北
隙
農

政

M
H貨
を
受
賞
し
ま
し
ペ

大
家
住
去
作
組
合
は
、
水
凶
利
則
．山付

制
対
話
の
実
施
を
機
会
に
転
作
消
れ
出
昭
和
田
年
度
、
山
山
県
「米
作
改
・
H

民
」

聞
と
し
て
大
家
山
県
議
で
5
れ
の
農
業

「生
雌
似
興
作
物
税
営
改
持
共
励
金
』

者
で
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
約
2
へ

ク

「

転
作
権
良
出
問
』
巡
賞
式
が
き
る
3

タ
ー
ル
の
は
地
に
大
変
－
L
人
一HA
の
二

E

H

m

H川
町
民
会
館
で
行
わ
れ
、
朝
日
町

1
1
1
1
3
6
6
11
1
1
1
1
l
il
l－
Il
l
i－
－

－

’

i
l
l
1
I
l
l
i－
－

－

－

－

－

i
l’
l
l
l
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一

本
を
中
心
に
新
鮮
な
魚
と
野

小
学
生
図
面
ポ
ス
タ
l
展

一

司

社

当

来

を

た

7
す
と
リ
介
わ
せ
た

優

秀

賞

－C4
食
事
は
、
私
た
ち
H
俳
人
が
机

水
島
澗
さ
ん

↑

調

4
Z
晶
冒

e
，、v幽

世

議
時
吹

光
か
－
H
受
け
つ
い
で
き
た
伝
統

一

パペ
間
訟
の
食
事
法
で
す
ν

一

町神
単
品

第
二
次
枇
界
大
戦
後
は
、
さ

一

一吉
岡
E
u
a

？
ソ
ヤ
泊
ら
に
時
十
乳
や
乳
製
品
、
卵
や
肉

判明

箆

な

ど
が
加
わ
勺
て
、

食
生
活
は

1
ぷ
記

パ
ラ
エ
テ
f
に
出
み
、
栄
長
の

司
船山
盛
山
で
も
抗
が
ぐ
ん
と
川
上
し
ま

露
W
山

一

し

た

翫
劃
型

い

ま

や

U
本
も
崎
桁
リ
の
U
K

E
MHpr
h
副

4f
d
z

r

・U
M圃
圃
創
司
－

da

s
，Fh
川

H

九

M
制
画
面
E
W品
一

t
1
1

雨
間
耐
血

也4
b
小
心
と
す
る

uk弔
式
食

一－
－
凶
M
W

$

法
は
す
て
き
な
um康
食
と
し

引司
門
医

hiu
て
検
出
作
中
の
人
か
・
在
日
き
れ

一

て
い
ま
す
，

ニ
れ
は
、
川
町
な
・
り
び
に
山
本
作
改
－
H
N

刈
革
本
郎
、
県
農
林
漁
業
似
興
会
が
・k

川附
し
て
い
る
も
の
で
、
農
業
服
飢
ハに
付

す
る

u．則
の
努
力
や
、
そ
の
成
紛
が
特

に
良
好
で
あ
っ
た
・
－
と
が
認
め
り
れ
た

も
の
で
－
T
d

※
「
米
作
改
良
」
の
部

｜
市
山
県
米
作
改
良
H
川
み
K

宇
都
世
｜

マ
制
人
の
部

リ
米
づ
く
リ
優
良
中
広
者

小
山
政
与

（山
．，I
）

υ米
作
改
－
U
推
進
優
良
指
川
悼
会

谷

川

敏

（小
．山凡
｝

マ
川
体
の
部

O
小
平
作
改
良
傾
向
民
生
旅
団
体

金
山
生
様
組
ヘ
H

（代
表
向
山

同

一－

O
地
力
噌
強
推
進
催
良
凶
体

向
上
生
産
相
介

｛代
表
会
附

応
統
）

ー
高
山
県
米
作
改
良
村
被
本
部
－
長
峨
謝

状
ー

る
「
花
の
じ
ゅ
・
7
た
ん
し
が
現
わ
・れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
朝
日
町
の
農
業
特
派
物
で

マ
例
人
の
総

ο米
作
改
良
に
氏
献
し
た
民
家

．内
川
悦
成

（．中
仰
ニ
．帆
｝

※
「
生
産
掻
興
作
物
経
営
改
警
共
励
会
」

の
部

｜
向
山
県
農
林
漁
業
桜
興
会
長
悦
l

マ
例
人
の

m

o友
作

、，，，〆
i
H
J
L
T
 

O
大
．M
作

待

（細
野

fjf 

d長

大
山
系
比
九友
作
級
へ
H

（組ヘ
H

・k

，山UH
』

・.i ;¥ 

あ
る
チ
ュ

l
リ
ソ
フ
球
似
を
、
そ
の
小
川

ぃ
町
民
家
が
球
似
山
仰
を
川
的
b

－
し
て
約

u
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
け
し
て
い
る
も
の

で
、
そ
の
チ
ュ

l
リ
勺
フ
し
か
次
々
と
た

し
い
化
を
川
町
、
か
せ
、
き
な
が
・
り
よ
化
の

山本川附
t

と
い

v
た
と
ニ
ろ
で
－
T

し
か
し
、
ニ
の
花
の
命
も
、
は
場
の

検
作
が
終
る
5

M
4
・
5
日
ぐ
ら
い
ま

で
で
、
球
似
を
肥
大
さ
せ
る
目
的
の
た

灼
す
ぐ
摘
み
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

ま
さ
に

「
化
の
命
は
制
く
F
T
・－
」
の

風
怖
を
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
こ
こ
で
生

旅
さ
れ
た
球
似
は
来
年
に
は
さ
勺
と

令
問
、
股
凶
作
の
各
地
で
そ
の
見
し
さ
を

令
す
と
こ
ろ
な
く
発
山
押
し
て
く
れ
る
は

ず
で
す（写

富民
は
、
舟
川
新
飽
内
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
じ
ゅ
う
た
ん
）

(3) 
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従
米
、
問
舗
の
軒
自
動
が
・

ニ
紛
の
れ
川
年
海
外
協
力
隊
事
務
川
で
は
、
附

小
刷
れ
山
口
動
中
に
つ
い
て
、
年
度
の
途
中
和
部
年
店
先
刊
の
隊

H
を
募
保
し
て
お
り

マ’
H
－一也
の
ま
わ
り
や
、

f
供
述
の
遊
び
で
品
川
比
鈷
ま
た
は
山
崎
が
さ
れ
た
州
場
合
、
そ
ま
す
。

場
の
近
く
に
、
危
険
な
と
ニ
ろ
が
な
い
の
け
の
税
月
か
ら
月
訓
で
計
算
課
税
さ

O
資

格

宅
2
3
2
2
2
2
2
3
e
2
3
2
2
2
aE
g
g
s
g
B匝
2
2
2
3
e
2
2
2
3
5
5
F
E
S
S
E
t
2
2
2
2
2
2
2
3
e
2品

、

．

R

‘
 ．． n
 

闘

賞
＝
毛
水
田
刀
。、

w

h

m

叩
将
局

E
t
ヵ

‘
ご

M

－

W
 

一

通
行
止
に
な
り
ま
す

ん
ぷ
二

郎

一「
也市

院

副

・0
ハ
一

川

、、

附

川

陳
本
線
機
足
踏

ω
（第
5
北
院
前

5
H
M
M
H
（火
）

a
r

m
 

切
）
が
工
事
の
た
め
通
行
止
？
乞

9
叫
ー
は
時
ま
て
、
小
柄
通
’
打

／ヂ
ハ
し

山

ま
ず
の
州

小

の

安

全

と

品

取

り

心

地

止

め

，ベザ

；

凶

一
／
シ

十

柑

帆

い

強

い

似

路

に

・

仲

ド

ま

れ

か

わ

る

と

一

一
〆

い1
同

ピ

ャ

J
曲

川

削

に
此
日
憾
む
の
御
利
川
の
断
切
を
改

l

U
（円
）
1
6け
は
日
（ふれ
｝

ヤ

ー

ト

日

，

、s
w

、
断
切
宇
佐
川
汁
に
役
L
M
．
せ
る
た

9
時
1
同
時
ま
で、

踏
切
ー
が

f

J一

帆

大
変
一
倒
峰
山
写
お
か
け
い
た
し
ま
の
た
め
全
刷
湖
打
止
め

（歩
行

泊
1
k
k
uJ

－

w
 

．

御

協

力

お

制

い

欽

し

ま

す

者

は

い附
l
m
の
似
辿
路
を
作
ワ

U
1
“・

帆

て
あ
リ
ま
す
＠）

酬－m
 

郁

恥

…
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か
を
よ
く
調
べ
、
さ
く
や
闘
い
少
子
る

な
ど
事
政
防
止
に
つ
と
め
る
。

マ
幼
児
は
、
絶
え
ず
自
の
と
ど
く
と
こ

ろ
で
遊
ば
せ
る
。

マ
子
供
だ
け
で
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で

い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
は
、
ひ
と
戸

か
け
て
注
意
し
て
安
全
な
と
こ
ろ
へ
連

れ
て
い
く
。

税
務
課
だ
よ
り

軽
自
動
車
税
の

月
割
課
税
ガ

怠
く
な
り
ま
し
た

れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
打
税
法
の
改
正

に
よ
り
4
川
l
臼
か
ら
そ
の
制
度
が
廃

止
に
な
リ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て、

4
け
！
日
成
人
刊
の
刈

有
者
に
対
し
て
、

一
年
間
そ
れ
ぞ
れ
の

税
制
で
探
知
枕
さ
れ
る
・
工
』
に
な
り
ま
し

た
。〈

ゐ
フ
月
の
税
金
〉

軽
自
動
車
税

青
年
海
外

協
力
隊
員
募
集

初
級
か
ら
お
歳
ま
で
の
青
年
男
女
で
、

小
限
れ
位
の
伐
術
・
伎
能
ル
有
す
る

い

η
O
派
遣
先

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

・
中
近
東
・
中

尉
米
・
南
太
平
洋
の
開
発
途
上
同

O
派
遣
期
間

2
年
間

O
願
書
締
切

5
川
出
臼

（日
｝
必
着

。
応
募
説
明
会

5
日
付
げ
臼
（
日
）
午
後
1
時

川
町
民
会
館
別

H
f全

ぷ
し
い
こ
と
は
、
山
山
県
総
務
部
総

務
課
外
が
係

（君
。
7
6
4
1
汎
1
4

1
1
1内
線
3
3
1
）
へ
お
問
い
合
せ

て
く
だ
さ
い
。

昭
和
日
年
度

前
期
技
能
検
定

出
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
昭

和
同
年
前
期
技
能
験
記
を
行
い
ま
す

4

0
職
種

同
H

ぶ
装
飾
・
造
凶
・
制
点
鋼
・
鋳
造
・

全
以
飢
…
処
用
・
機
械
加
［
・
似
金
・

政
屯
加
仁
・
金
以
プ
レ
ス
加
工
・
鉄

仁
・
仁
川
ハ
叫
川
削
・
挫
円
以
機
械
加
予
備
・

’h
l
・
ト
丸
山
口
・
サ

ッ
シ
施
仁

－
vrf
れ

よ
装
な
ど
M
H
職
制

O
受
検
申
請
書
の
同
ス
付

附
利
回
年
5
川
初
日

（火
｝
か
・り
6

川
5
け

（令
｝
ま
で

ぶ
し
い
わ
心
問
介
せ
は
、
仰
の
職
業
訓

0 ま練
7 た諜
6は二
4 ぞ

II ~~ ::: 
32職 L
｜｜ 業？
n ムじ噌

5労｜｜
8 ~’同 31
3長1
） 協？
〆＇－ ,6. l 

五 l

ft ~ 

(4) 

自
衛
官
募
集

採
用
人
員

2
等
陸
上

M
名

2
等
海
士

5
名

2
等
壬
士

5
名

同
級
以
上
お
成
木
満
の

男
f

明
初
日
年
4
月
l
H
か

ら
6
月
初
日
ま
で

特
別
職
同
家
公
務
H

初
任
給

9
M
l
f蜘
川

ボ
ー
ナ
ス

3
凶

（リ
ヵ

日
リ
〕

資

格

戸Z
~ 

付

待

遇

申

込

先

制
H
町
役
場
総
務
深

（U
3
1
1

1
0
0内
線
日
｝
ま
た
は
、
’
H
仙
削

除
ι川
…
冷
牛
知
事
務
尚

一屯
0
7
6

5
I
M－
－

0
3
6
｝
へ

広
報
「
あ
さ
ひ
縮
刷
版
」

販

売

中

山
仏
制
限
削
川
り
か
ら
別
ひ
ま
で
の
す
べ

て
を
一
ペ
ー
ジ
山
川
ら
す
ま
と
め
た
も
の

で
す
・
一

附

2
f
柳
川
）

一
山ぷに

一
川
、
間
に
附
す
る
な
に
か

の
と
き
に
似
利
て
す
州
文
中
込
み
は

役
場
総
務
爪
へ
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加
藤
奨
学
資
金

奨
学
生
募
集
中

朝
日
町
で
は
加
必
奨
μ子
資
金
の
犯
ア

ル
ト
・
し
を
次
の
と
ト
ね
り
募
作
米
し
ま
す
u

希
望
行
は
教
打
差
けれ
会
ま
で
巾
・
し
込

み
く
だ
さ
い
。

。
奨
円
子
ル
ー
の
要
件

町
内
肘
住
折
の

f
弟
で
4
年
制
以

上
の
大
学
に

ι学
す
る
健
保
て
成
制

朝
日
町
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
決
ま
る

消
費
に
関
す
る

苦
情
相
談
を
ど
う
ぞ

朝
日
町
で
は
、
消
判
将
生
前
の
健
全

化
を
は
か
る
た
め
消
代
者
モ
ニ
タ
ー
を

投
出
し
て
い
ま
す
a

こ
の
ほ
ど
、
次
の
5
uh
の
打
々
に
附

利
回
年
伎
の
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
月

一

川
の
食
料
品
刷
物
－m伐
の
は
か
、
泊
代

に
閲
す
る
法
門
前
相
絞
td行
勺
て
い
ま
す

消
伐
材
の
み
な
さ
ん
の
梢
械
的
な
・
－

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
‘

〈朝
日
町
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
〉

小

怠

拳

f
（

泊

）

伊

議

京

f
（荒

川

｝

官岡
山
品
文
子

｛治
水
町
）

河
村
美
智
子

（平

柳）

東

桂

子

（道
下
）

優
秀
な
学
生

。
鈍
ハ
ナ
金

H
制

5
下
川

（泌・
凶
の
必
要
は
あ

リ
ま
せ
ん
）

。
中
込
先

朝
日
町
教
育
安
h
u
H
会

（〒
蜘
｜
抑

制

H
町
泊
似
制
の

5

－

。
申
込
則
問

4
バ
l
H
か
ら
5
月
初
H
ま
で

。
中
塗
寸
続

奨
ハ
チ
ル
ー
馴
向
、
奨
学
生
推
せ
ん
組
制

品川
市
・
み
吾
は
教
打
委
民
会
に
あ
リ

ま
す
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
制
H
町
教

行
会
民
会

（屯
話
3
1
1
1
0
0
内
線

仰
）
へ
お
問
い
介
せ
く
だ
さ
い
ら

・？
a？
・
？
・
T
・？
a？’
T
a？
量
？
・
？
・
？
・？
・？
且
？

県
民
技
能
講
座
へ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

＠
盆
栽
コ

l
ス

と

き

5
H
n
H
（士）

午
後
l
時
1
4
時

・盆比
械
の
前
判
定
と
用
土

刷出
…
郎
高
等
伎
能
尚子絞

削干．一
部
山
一
炊
生
4
1
5
0

年
齢
性
別
不
問

却
名

笹川料
印
鑑

開
議
3
目
前
ま
で
薬
害

リ
え
は
電
話
で
（

0
7
6

5
目
白
1
0
2
5
1

）

ま
で

内

..... 
曾

と
こ
ろ

対

象

定

員

受
講
料

持
参
品

申

込

事！ヰ
－
白
”
だ
砂
と
ご
わ
い

フ
ロ
バ
ン
ガ
ス

ワ
ロ
ハ
ン
ガ
ス
は
、
品
開口一叩
も
し
い
川
く
大

変
似
M
刊
な
燃
料
で
－
T
が
、
取
ぬ
い
を
出

る
と
火
災
や
爆
発

・
山
中
み
な
ど
大
き

な
が
般
の
も
と
に
な
リ
ま
す
・

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
が

勺
て
安
令

な
取
り
微
い
を
し
ま
し
ょ
・
7
，

一
、
総
H
パ
の
ま
わ
り
や
卜
部
は
幣
則
し
、

燃
え
や
す
い
も
の
を
お
か
な
い

一
、
作
が
ひ
び
わ
れ
し
て
い
た
り
溶
け

て
べ
と
つ
く
も
の
は
取
伴
え
る
し

一
、
彼
統
制
州
に
は
必
ず
ホ
l
ス
パ
ン
ド

を
つ
け
る
。

一
、
使
刷
し
な
い
コ

ヴ
ク
に
は
す
ム
の

キ
ャ

ッ
プ
を
つ
け
て
お
く
。

一
、
使
別
後
は
総
H
パ
せ
ん
だ
け
で
は
な

く
・花
せ
ん
を
し
め
る
。

一
、
と
き
ど
き
検
討
を
し
て
カ
ス
小
説
、

ガ
ス
爆
発
を
防
ぐ
ν

一
、
プ
ロ
パ
シ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
前
射
日

光
を
さ
け
通
風
の
よ
い
場
叶
に
置
く
。

一
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
制
な
ど

で
転
倒
防
止
・情
置
を
し
て
お
く
。

(5) 
3
2
1
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東

騒1

J動：

占苧
村」

O
大
平

l
境
0

そ
の
山
す
そ
に
は
市
上
社
が
あ
る
待
、

卜
数
一戸
ぐ
ら
い
の
部
活
が
こ
の
あ
た
り

ιあ
り
「
せ
ば
村
」
と
い
い
村
人
の
氏

神
と
し
て
配
ら
れ
た
も
の
と
い

1
こ

の

「
せ
ば
村
」
い
つ
捌
か
の
卯
の
年
の

大
洪
水
で
流
失
し
た
と
い
う
。

（写
真
は
騒
動
林
の
圏
分
山）

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
の

現

況

届

(d: 

す
み
ま
し
た
か

崩
け
を
し
な
い
と

9
月
期

以
降
の
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

同
氏
年
金
の
陣
由
民
日
年
金
、
付
f
・
滑

川吋乙
J

年
令
、
遺
児
年
金
、
寡
蛸
年
金
を

受
け
て
い
る
十
乃
は
、

5
H丹
羽
目
ま
で
に

「現
況
川
」
を
町
役
場
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
が
、
し
ヲ
脳
出
は
す

ま
豆
、れ
ま
し
た
か
。

こ
の
凶
出
は
、
あ
な
た
や
家
族
の
状

汎
に
変
化
が
な
い
か
線
認
し
、
引
統
昼
、

年
余
b
ha川
A
け・
り
れ
る
か
ど
・
ヲ
か
を
訓
べ

る
大
切
な

M
で
す
。

む
し
、
凶
の
提
出
を
忘
れ
た
リ
し
ま

す
と
、

9
川
則
以
降
の
年
金
の
r
A
H仏
が

止
ま
リ
ま
す
の
で
‘
必
ず
矧
臼
ま
で
に

川
山
を
し
て
く
だ
さ
い

同
紙
は
、
す
で
に
社
会
保
険
事
務
所

か
・句
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
6
け

以
降
に
年
余
全
戸
A
け
る
よ
・
7
に
な
勺
た

む
は
、
こ
の
M
仰
を
他
出
す
る
必
．吹
が
あ

り
ま
せ
ん

（福
祉
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
は
、
こ
の
属
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。）

詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
俗
祉
課
国
民

年
金
係
（
宮
3
H
1
1
0
0内
線
却
）

ま
た
は
魚
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課
（
宮
0
7
6
5
1
η
H
1
4

9
4
｝
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

経
形
外
科
の
患
者
さ
ん
を
み
る
と
、

す
が
腰
術
、
ム
3

が
膝
崎
明
、
伐
リ
が
川
、

子
、
足
な
ど
の
痛
み
を
訴
え
る
人
で
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
織
っ
た
リ
、
血
液
検
作a

を
し
て
も
異
常
の
人
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

販
制
と
し
て
は
筋
肉
が
弱
っ
て
い
る
た

め
に
出
て
く
る
痛
み
が
々
え
ら
れ
ま
す
。

約
機
と
し
て
、
最
近
縫
ん
に
百
わ
れ

て
い
る
運
動
療
法
が
あ
リ
ま
す
。
運
動

と
い
う
と
、
年
を
と
っ
た
人
か
ら
は
、

今
出
火
運
動
を
し
て
も
仕
ん
が
な
い
と
忠

， ＿玄Til] ；~t.i署

社会Mfil：のためにと．次の)j々 か

らi呼応：の削，！｛：がありました。

朝日町善意銀行

q
u
nζ
ηノ
』

わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
や
れ
ば
ゃ
っ
た

だ
け
の
効
果
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
ま
た

若
い
人
か
ら
は
、
仕
事
で
体
を
動
か
し

て
い
る
か
ら
運
動
な
ど
し
な
く
て
も
良

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
仕
事
で
は
．

時
聞
が
長
す
ぎ
る
点
、
筋
肉
の

一
部
し

か
使
わ
れ
な
い
点
、
運
動
と
は
大
き
な

追
い
が
あ
り
ま
す
。

運
動
療
法
は
非
常
に
効
来
が
あ
り
ま

す
が
注
意
す
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
リ

ま
す
。

＠
薬
・

注
射
と
違
っ
て
す
ぐ
効
く
む

の
で
は
な
く
、

一
生
続
け
る
つ
も
リ
で

す
る
。

＠
痛
み
の
強
い
時
は
や
め
る
。

＠
自
分
の
身
体
に
過
し
た
分
地
、
時

間
、
従
聞
を
み
つ
け
る
。
（
あ
と
に
疲

れ
ふ
殺
さ
な
い
れ
皮
に
す
る
。）

＠

一
つ
一
つ
の
．
通
勤
を
き
ち
っ
と
す

λ
%
 

次
刷
か
ら
は
燃
や
け
川
・
牒
の
体
操
を

制
介
し
ま
す
ゅ

I> jι ド ｜河内l；久 ~~ ＇｝.よさんより、亡父

N(i三 さんの｛共葺のため．詐輿j延し

の－ffl;

(6) 

白
u
－丙ウ応

－

y
f
p
 

-1': 

1敏

境
川
の
ト
一
流
約
四
し
聞
の
一
附
に
太
子
の

集
部
が
あ
る
。
ニ
ニ
で
川
は
二
つ
に
分

れ
て
新
潟
県
の
支
流
を
荒
深
川
、

上中
流

を
大
平
川
と
い
い
、
こ
の
合
流
山
…
の
山

－－a
，、
A
d

、e
－

F

を
問
分
山
と
い
い
山
の
侃
通
リ
を
崎
町
中
、

也
後
の
凶
凶
作
と
し
て
い
る
。

今
か
ら
約
2
3
5年
前
の
M
也
事
二
年

｛一

じ
四
・
h
）
の
秋
、
総
後
の
荒
海
村
・

五
木
村
・
市
桜
村
の
人

々
は
尚
同
の
同
界
は
大

半
川
で
あ
る
と
い
い
出

し
て
・
｝
の
凶
分
山
の
山

林
で
争
泌
を
し
た
と
い

う
。
こ
の
争
泌
が
終
わ

勺
た
後
に
は
・
』
の
山
林

の
伐
本
が
祭
d
．さ
れ
た
。

L
L
地
の
打
は
い
つ
と
は

な
し
に
・
｝
の
一
山
林
を
騒

動
休
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

勺
た
。

同
分
山
の
大
半
川
側

斜
面
的
中
級
に
一
つ
の

T

小
山
が
あ
リ

m上
が
れ

地
に
な
勺
て
い
る
。
こ

の
内
地
を
村
の
行
は
み

民
数
と
い

勺
て
お
リ
、

H 

10 /jJIJ 

I> II I附 <u1 r.敏 fさんよリ 8.000ドj

I>岐 人・fふみさんより 2.500円

[> l!'i:ljlf' イピIll次官1さんより教訓il・H6 

伐をねたきリ在人と l人終らし主

人へ指定；·，~Ht・

I>ぶJI；リ止命；クラブより 11it1Jf2.314伐
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l
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た

か
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出
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併

f
ど
乙
と
い
・7
財
応

久
保
記
兇

行
は
加
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な
れ
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本
次
ぷ
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ん
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川
ヘ
ン
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ョ
・
／
庁
イ
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火
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公
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h
F
L
u

－H
日り

f
ヲ．
6
4
山

h
n
t
H
H

．、2
J
’・a
，

・4
H向

mN
た
ら
の
川町
H

U

母
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ト
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七
凶
へ
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辺

児

童

書

ト
ラ
ン
プ
・
入
門
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ル
ア
l
ブ
リ
入
門
、

「
て
き
な
お
し
ゃ
れ
や
刷、伽い凶作
の
れ
か

し
作
り
．
ろ
く
べ
え
ま
っ
て
ろ
よ
、
て

じ
な
し
は
，
ほ
の
ぼ
う
し
、’
υリ
nu

ンラ

シ
ア
リ．

く
わ
ず
によ・
7
ぽ・
7
、
ん
そ

1
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よ
セ
イ
ウ
チ
．
ニ
わ
i
い
ね
ば
な

し

も
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む
く
と
ひ
l
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－
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｛
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・川

総

『
U
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W
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山
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朝
日
町
体
育
指
導
委
員

m名
を
任
命

朝
日
町
教
行
長
以
会
で
は
、
佐
川
人
が

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
照
解
と
関
心
を

深
め
、
よ
リ
績
桜
的
に
ス
ポ
ー
ツ
争
す

る
怠
欲
の
高
槻
を
は
か
る
た
め
、
次
の

初
名
の
む
々
を
体
行
也
知
々
を
H
H
と
し
て

任
へ
叩
い
た
し
ま
し
た
リ

さ報………一一一あ
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一
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（泊
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収
｝
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H

｝
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（

h
向
山
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” 
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（
南
保
）

（

H

）
 

（
山
崎
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（

H

）
 

（大
家
庄
）

（

〕

れ .l'.1I；』沢 ~1: ~集
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品
怜

T
，aE
a
 

ポ
ー
ル
を
打
つ
た
め
に
身
体
を

さ
さ
え
る
（
？
）
ニ
と
は
い
け
ま
せ
ん

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
l
ム
募
集
中

。
則

・6
H
l日
（月
二
二

t

－
6
月
3
日
（水
）
一f
d
f

）、

γ
7
U叶
沢
．M

・
6
月
8
日
（月
二

ー
；

一
ス
タ
ー
ト

・
6
月
刊
日
｛水
こ

O
州

場

刈

・
判
日
削
代
総
へ
H

体
行
航

。
チ
ー
ム
附
成

－
剛H
，l
｜
｜
仰
ふ
以
上
の
泌

H 

昭
和
日
年
度
事
業
計
画
決
定

L
る、

4
H月
ロ
日
（
日
）
朝
日
町
体

育
協
会
の
定
期
総
会
が
開
似
さ
れ
、
日

年
度
の
が
業
報
此n
終
了
後
、
昭
和
田
年

度
新
役
以
及
び
事
業
計
耐
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
の
七
主
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
多
く
の
人
と
触
れ
ん
H

い
、
ひ
と
り

一
人
が
楽
し
く
訂
併
に
参
加
で
き
る
よ

う
も
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
を
は川
州
し
て

4・て
4
F
a
’h
’d，64
F
a
，a
’4
’a
，a
’d
’a
，a
，

－
m
f
i－－
却
J
以
ド
の
部

－
k
r
r
l
！
ωふ
以
上
の
部

”

ー
ー
却
ふ
以
下
の
部

・
…
滋
子
絞
り
”
は
一
チ
ー
ム
6
名
以
内

O
山
中
込
み
光

制
H
町
教
行
委
H
会

E
2
UH－
－

0
4
 

刷
U
町
民
総
ヘ
H
体
行
航

宮

3
M
1
0
0
1
u
o

。
巾
込
十
刀
法

・
，
附
之
の
山
中
は
R
Hに
必
．吹
が
附
引
を
記

入
の
？
え
山
叩
し
込
む
．

－
中
川
T
K
H
M
札
び
%
地
安
川
引
は
、
中
し

込
み
先
に
市
仙
し
て
あ
り
ま
ナ

。
小
込
締
切

5
川
幻
日

（水
）

O
制
へ
H

せ
州
せ
ん
会

戸総
へ
H

体山

μ附
｝

5
川
部
川

（ト小
）

午
後
7
時
利
分
か
ら

ー

朝
日
町
体
育
協
会
｜

お
り
ま
す
。
側
広
い
年
齢
附
婦
の
参
加
を

則
待
し
ま
す
。

事

業

計

画
少
こ
う
会

町
民
巾
球
大
会

制
間
野
球
大
会
開
始

町
民
野
球
大
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

、：
』
A

／，ι
，－

町
民
低
球
大
会

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

佐
川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

！
；
（
i
；
？
 

曲一

h
m
μ
l
A
Z
L

町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

ー
八
九
ぶ

町
民
バ

レ
ー
ボ
ー
ルト八九
五

汀

t
t立’十ヘ？

凶
山

s
l
e止
・
』
』
ノ
ノ
ぷ

r
j
，a
・
、
，
、
，
「
、
、？

叫
凶

L
Y
，
ノ
当

s
IEノ
ノ
，
a

2
・
山
中
旬
伐
川
ハ
ド
ミ
シ
ト
ン
大
会

P
3
・
q
J

5
・
げ

5
・
引

6
・M

ヴー－

q
J

00

・。ι

10 10 8 

25 20 23 

l
 

l
．
－
 

2
A

・ph
d

l

l

 

u
・6

l
－

M
 

？
u
・

勺

F

新ノ為

l上！＜： 役

付 11i・ i本州成員
II ？！・松熊）

安
正
｛山

崎
｝

中，
J

山
一二

K｝

定
（
御
一
川

d

．咲
（

H

－

品
川
｛的．

円以
ン

i川 .t1J!.

~I_[ ・1・; II 

1とiと

副
剛
仕
事
長

睦’

ギ

広
朗
読
（
大
家
庄
）

水
山

一
友
（

境

）

野

間

諭

（

H

）

前
川
日
出
雄
（｛M
山

崎
）

十
一
件
宏
司
（雨

保

）

(8) 

” 
II 

” 

キ
ャ
ン
プ
・
リ
ー
ダ
ー

講
習
会
開
催
す

日

時

岨

場

所

対

象
内

容

一様一

社
耐
と
ゆ
仙
・
テ
ン
ト
設
公
n

－
3
4
1
2%必

面

テ

ン

ト

5
・
フ
ァ

イ
ヤ
｜

一
実
一
レ
ク
リ

エ
｜
ン
ョ
ン

ぷ
綱
に
つ
い
て
は
町
牧
山
U
A《
川
会
へ

・
打
開
い
ん
H

せ
く
だ
さ
い

l’l’Ru’1弓JEEC、，fqLEιtlq’btt

朝日町民総合体行飴

成人剛山女

白
県馬
ハク
レー

選 l ：予
手？優
権ル勝

（
一
彼
女
子
）

r
I
J
V
、一時
ψ

、，
i
h
－、I
tJ
n
R
、H
H吋

闘

l
ψ車
ノ
’
LV
J
1
自二
、μυ

HK
E
L
よ
H
け

N
Gド
ザ

4
u・・川

l
I
：U
F
川
町
．

d
i
－
－f
t
，JH
H

t

・P3
・可
lM
J
’i
JH
u
n
－f
“E
・

叫
取
引
弘
り
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
迎
F
怜

、、内
・・・
・
・3
、，＼

a
・、J
1
b
hh
e

－－、
・
・
『
、

』
ノ
ノ

d
l
J
L岡

、

H
J
r山
川
．
h
7
4
1
1
i

を
お
さ
え
’川
川
ク
ラ
フ
か
常
々
の
削
除
勝

S
E
E
s

－ハヨ’
1
、

4
1
1
1
 

を
か
き
リ
ま
し
た
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5月の
健康、，C』,.,, 

た
L、
飲

み

物

よ
く
冷
え
た

一
休
の
，ン
ユ
ー
ス
が
お

い
し
い
k
f
節
で
す
・
ー
と
り
わ
け
消
涼
飲

料
が
好
ま
れ
ま
す
，

川川涼
飲
料
と
休
さ
れ
る
飲
ん
物
は
、

畑
山伏
恨
の
人
づ
た
物
も
、

山本
什
人
り
と
い

わ
れ
る
物
し
－
ト
成
・分
は
断
町

｛砂川町
｝

で
す
匂「川

町

T
J
を
山
す
た
め
に
使
わ
れ

て
い
る
の
は
時
昧
で
、
川以
椛
w
q
ス
や
ク

工
〆
eL
走、
L

L
R
官
、
わ
る
、
よ
川
市
句
η
t
z

J

‘，
‘H
・山，
4
a
H

，d帽

e
L

F
‘
引

44

0

味
で
あ
勺
た
り
し
ま
T

い
す
れ
も
さ

り
は
リ
し
た
味
な
の
て
、
こ
れ
が
砂
川
町

の
け
勺
た
る
さ
を
山
叫
ん
し
さ
せ
な
い
は
け

を
米
た
し
て
い
ま
す

ジ
ュ

ー
ス
や
コ
｜
ラ

M
を
飲
む
・

τ唱

は
、
の
ど
の
此
さ
か
Z
，
る
お
す
木
川
H

と

と
も
に
、

ω川
町
を
と
勺
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す

子
供
の
飲
み
過
ぎ
は
禁
物

砂
川
刊
は
‘
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
品
で
す

と
り
過
ぎ
る
と
食
欲
が
机
辺
し
、
y
lt災

の
バ
ラ
ン
ス
を
似
し
ま

す

肥

川
州
内
川

川
に
も
た
ゆリ
ま
す

－
｝
れ
か
・り
し
併
を
つ
く
勺
て
い
く
f

mの
州場介
に
は
、

け
昧
の
と
り
H
Mν

？
は

一

糖
分
は
一
日

m
g以
下
に

一

u本
人
の
砂
州
間
取
以
は

一
日
午
均
十

刊
グ
ラ
ム
で
す
こ
の
小
に
は
如
来

f
制、一

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
納
分
も
ヘ
パ
ま
れ
て

い
ま
す
か
、
町
恕
と
し
て
は

一
日
山
グ

ラ
ム
以
卜、

約山
川カ
ロ
リ
ー
に
ひ
か
え

た
い
も
の
で
十

ルり
な
み
に
コ
｜
ラ
、
県
川
飲
料
は

一

川
で
ご
似
巾
1
U
杯
分
の
カ
ロ
リ
ー
仁
川
中
ー

し
ま
す

ポ
物
で
す

カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
牛
乳
を

治
法
飲
料
水
の
代
わ
リ
に
は
、
カ
ル

ン
｛
リ
ム
の
市
山
叩
と
い
わ
れ
る
午
礼
、

決

れ
な
味
わ
い
の
主
ぷ
山
小
、
保
茶
、
砂
川
相
ぬ

き
の
紅
茶
は
冷
た
く
し
て
飲
む
と
お
い

し
い
も
の
で
寸

た
だ
の
水
で
さ
び
し
か
り
た
・
り
し
モ

ン
の
紛
切
り
を
げ
か
せ
ま
す

トU
全
を
持
た
せ
て
’
N
刷
版
先
機
ヘ
トど

ら
せ
る
代
わ
リ
に
、

、川1
礼
を
飲
む
と

大
き
く
な
リ
ま
す
よ

－
と
い
い
聞
か
せ

ま
し

よ

ー

し

「
う
す
味
」
は
浸
透
し
た
が

ま
だ
多
い
塩
分
摂
取
量

ー
日
年
度
み
そ
汁
の
塩
分
温
度
調
査

1

例
川
町
の
作

校
卜
川
人
公
総

、A

・1
h
ν
、
、、u
yム
V
A

ノ・品川
uu
，J
4
旬
以
辛

口
が
で
山
火
焔
し
た

ん
そ
汁
の
胤
分

濃
度
訓
伐
の
結

刷本

（別
ょ
の
と

お
り

｝
いか
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

「－y
f
、

8

・J
J

・J
r

－ー
し
．ヵ

ω
∞
・
3
ハ
｜
セ
シ
ト
と
う
す
昧
立
品川トか

1
k
dさ
れ
て

5
ま
し
た
、

ま
た
、

川
の
み
そ
什
の
十
町
．U仲
紋

？川J

》
ド
a

’
r
：t
叫
勺
ご、判肌・、
J

川人”
は
’e

代
’U

4
1
4aq
一
J

人，a
t
刊

e
d

ιム
’J

，fれ
山
川
’

a
・

1

少
し
改
絞
り
き
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ん
そ
什
か
ら
と
る
恥
仙
り
の
川
は
多
い
よ

う
て
・
7・1

ナ
く
し
て
い
る
か
ら
ー
だ
け
で

は
幼
米
が
あ
リ
ま
せ
ん

食
中
川
す
べ

て
に
ー
す
昧
を
心
が
け
る
と
と
し
に
、

食
温
は
一
日
刊
グ
ラ
ム
以
下
に
、
み
そ

汁
は
ふ
つ
う
（
川
パ

ー
セ
ン
ト
）
の
滋

さ
の
も
の
で
一
日
1
杯
（
温
分
約
川
グ

ラ
ム
）
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

う
す
昧
は
成
人
州
，

r防
L

－んか
W
刊
の
他

山
械
を
守
り
ま
す

－作
家
吃
に
配
ん
し
た
減
出
ホ
ス
タ
ー

を
川
川
し
ま
し
ょ
う

）
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)1 
－
愛
の
献
血
・

協
力
者
芳
名
｜
3
月
実
施
分
｜

境
地
区

水
仏
附
司
、
水
山
川
作

宮
崎
地
区

松
本
汁
夫
、
水
山
川
忠
、

．M
U行
行
夫
、
水
川
泣
い
い
、
水
一
川
苧
大

笹
川
地
区

竹
内
総
和

泊

一
区

山
崎
以
治
、
川
卜
記
紀
、
仏

々
木
党
中
川
、
ぬ
山
久
夫
、
同
秀
縦
、

和：

tι ・1:; 
4、ー

人情1j

U
R
 

t
 

i
 

・

泊
＝
区

’I
的
リ時
ト
、
後

事
1
1一、
’設
長
ir
ut
，1．

公～
1
4
e

m司

i
A6
1
H
F
i

t
i－

r

U
．
の
交
正
r
’L
r
k
、十回
I
九
叶
む

4
、
．卜い
川

。lレ

2
1
d
M
マ
・
・i

品川刊
、。，
，

uuγ

r
リ川
h

’γ
、
抗
日
ヤ
ス

f
、’
J

川
十
下
級

泊
三
区

川
流
ぺ川
別
．
川
い刊五
，y
・

e

十

じ川町下十一日、

ペヘ叫
川リ’J

℃

l
、
H

ヘ
日川
‘t
A
リ、

恥

m刈

a』
e
e
l

－aea
－－uv
、

e
ふ
れ
V

－Et
－－，
a

－

ド
リ
ド
リ
夕
、十
へ一川

e
t
q

、、，
l

A
卜
，

1
i
1

61

・
J

i

l

－－’

1
5・57
J、

1
・L
4

．、

！

1

1

0

1

－

e

！
 

l

J
Lド

μhw叫
山
川
F

H

1

・M
M
’
l

lノ
ー

が
悼
，

K
に
、

h
H
ら
吋
ん止
トヘ

H
Ht

d

E

l

品川開J
w
u
t
円

五
箇
圧
地
区

制
い
夫
G
・ト、

水
H
i

ム
U
－
－K
川
日一川
、
ハリ川
町
民
山
、

h
w

，‘

，

l

u

l

l
t
 

山
行川ト

全
山
山

川
小
川
円
H

南
保
地
区

・汁
刈
川
．
、
道
川
総
，
ト
、

us
i
べ
、r
l
M
t

山
崎
地
区

比
一久子、
f
、
竹
内
A
M州
、

打山川
Y
1
M
m
、
H

化
川
勝
川
、
～
ヘ
北
川
忠

花、
H

化
川
出
子
、
九
州
ト
佼
ル

大
家
庄
地
区

門
川
川、

む
凡
仁
川
；

U
H

a川

A1uq－
山

4
川
・
Y

ふ川
‘
作
山
北
f
、
山
水
附
t
ベ
－M
れ
』

日
年
度
献
血
者
数

は

一、

O
一
八
人

附
初
出
作
山
に
‘
山川
川山
川町み
卜
守
山
川

派し
てシ
タ
ー
の
ん川
ば
と

U
に

，松山肌
‘

さ
れ
た
判
日
制
の
uM代
以
妊
べ
．
 

．
 六

人
寸
ー
ザピ

－17
1
1V4
4

一
、
7

J

d

a

｜

J

E

i

l

l
－

（

 

人
．h
人
－

「献
胤
」
は
引札注
のん
叩
を山
j
る
大
切

な
社
下
で
す

今
後
L
r
u、
町
民
れ
似

の
献山川市
ド
業
仁
川
す
る

ん
一附
の
御
協
力

を
わ
ね
断
い
し
ま
す
。

(9) 
3
2
3
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6月の休日救急診療当番医

わ臼（日）
一一一
伊東 医院 宮 3-0504

14日（印 高悩医院 宮 2-0010

21日旧） 橘 医院 宮 2-0フ91

28日（日） 辻 医院 告 2-1285
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